
国立大学法人筑波大学の中期目標新旧対照表 
 

現 行 変 更 変更理由 

 
◆中期目標の期間及び教育研究組織 

 
（略） 

 
別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点） 
 

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

 

計算科学研究センター 

下田臨海実験センター 

遺伝子実験センター 

 

教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点 

 

日本語・日本事情遠隔教育拠点（筑波大学留学生

センター） 

 

 

 

 

 

 
◆中期目標の期間及び教育研究組織 

 
（略） 

 
別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点） 

 

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

 

計算科学研究センター 

下田臨海実験センター 

遺伝子実験センター 

 

教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点 

 

日本語・日本事情遠隔教育拠点（筑波大学留学生

センター） 

ナチュラルヒストリーに根ざした森と草原の生物

多様性教育拠点（筑波大学菅平高原実験センター）

 

 

 

 
 
菅平高原実験セン
ターが教育関係共
同利用拠点に認定
されたため 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

筑波大学－１ 



 

国立大学法人筑波大学の中期計画新旧対照表 
 

現 行 変 更 変更理由 

 

 Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

(１) 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

（略） 

○大学院における教育目標の明確化とその達成に向けた教育課程の編成･実施に関する具体

的方策 

①大学院課程の教育目標を明確化して、大学院教育及び学位の質を担保する｢筑波スタンダ

ード(大学院版)｣を策定･公表し、これに基づき体系的で実質化された大学院カリキュラ

ムを編成･実施する。 

②修士課程と博士課程との有機的接続にも留意しながら、幅広い学際性と適正な研究倫理

観の修得を目指した現行の｢大学院共通科目｣を拡充し、制度化する。 

③幅広い学際性や異分野融合性を必要とする分野における教育課程の革新を目指して、複

数研究科間の教育課程の設置、海外の大学との連携を含む各種デュアル･ディグリープロ

グラムを実施する。 

④鹿屋体育大学と体育・スポーツ学分野における共同専攻の設置を目指し、共同学位プロ

グラム等を実施する。 

 

 

 

 

（略） 

 

  ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

  （１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

○国際的に卓越した水準の研究の達成に関する具体的方策 

①自然と人間、社会と文化に係る幅広い分野において、学術の長期的展望に立った質の高

い基礎研究を推進するとともに、既存の学問分野を超えた協同を必要とする領域を積極

的に開拓する。 

②国際的に高い成果の期待される分野、学際融合を先導する萌芽的な分野、世界トップレ

ベルの拠点形成を目指す「国際統合睡眠医科学研究機構」における睡眠医科学分野など、

本学の特色ある分野における研究を学長のリーダーシップの下で重点的に実施する。 

 

 

 

③国･地域社会や産業界と連携し、国内外の社会的課題の解決に積極的に取り組む研究を推

進する。 

（略） 

 

 Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

(１) 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

（略） 

○大学院における教育目標の明確化とその達成に向けた教育課程の編成･実施に関する具体

的方策 

①大学院課程の教育目標を明確化して、大学院教育及び学位の質を担保する｢筑波スタンダ

ード(大学院版)｣を策定･公表し、これに基づき体系的で実質化された大学院カリキュラ

ムを編成･実施する。 

②修士課程と博士課程との有機的接続にも留意しながら、幅広い学際性と適正な研究倫理

観の修得を目指した現行の｢大学院共通科目｣を拡充し、制度化する。 

③幅広い学際性や異分野融合性を必要とする分野における教育課程の革新を目指して、複

数研究科間の教育課程の設置、海外の大学との連携を含む各種デュアル･ディグリープロ

グラムを実施する。 

④鹿屋体育大学と体育・スポーツ学分野における共同専攻の設置を目指し、共同学位プロ

グラム等を実施する。 

⑤国際的通用性のある教育システムの構築を目指し、欧米における大学間チューニング（専

門分野別に学位の互換性を認め合うための調整）の調査・研究を行うとともに、企業・

研究機関やボルドー大学（フランス）等の海外大学と連携した、ライフサイエンス分野

における学位プログラムの平成29年度までの導入に向けて制度設計・構築を行う。 

（略） 

 

  ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

  （１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

○国際的に卓越した水準の研究の達成に関する具体的方策 

①自然と人間、社会と文化に係る幅広い分野において、学術の長期的展望に立った質の高

い基礎研究を推進するとともに、既存の学問分野を超えた協同を必要とする領域を積極

的に開拓する。 

②国際的に高い成果の期待される分野、学際融合を先導する萌芽的な分野、世界トップレ

ベルの拠点形成を目指す「国際統合睡眠医科学研究機構」における睡眠医科学分野など、

本学の特色ある分野における研究を学長のリーダーシップの下で重点的に実施する。 

③サイバニクス研究センターの体制を整備し、ロボット医療機器による健康医療の社会的

課題解決に向け、基礎研究から世界水準の臨床研究、社会実装まで含めた医工融合研究

を推進する。 

    ④国･地域社会や産業界と連携し、国内外の社会的課題の解決に積極的に取り組む研究を推

進する。 

（略） 

 

 

本学の機能強化のた

めの取組みである

「国際的通用性のあ

る教育システムの構

築」及び「世界トッ

プレベル研究拠点形

成に向けた研究セン

ターの再編」を、第

２期の重点計画とし

て位置付け実施する

ため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 筑波大学－１



 

国立大学法人筑波大学の中期計画新旧対照表 
 

現 行 変 更 変更理由 

 

(２) 研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 

○研究企画機能の整備と研究支援の具体的方策 

    ①本部と教員組織である系の双方において研究に関わる企画･運営組織を充実強化し、両者

の密接な連携の下に、学際的且つ国際的な研究の進展を促す。 

    ②個人研究からグループ研究まで分野の特性に応じた研究の様態と研究の発展段階を考慮

しつつ、研究活動状況と研究戦略に基づいて基盤的研究経費と重点戦略経費を配分する

研究支援システムを運用･改善する。 

    ③優れた研究成果を上げることが期待される研究グループや研究組織等に対し、研究資源

の配分や研究支援者の配置、組織再編など、拠点形成のための適切な支援を重点的に行

い、国際的な拠点形成を積極的に推進する。 

④研究センター(研究関係の学内共同教育研究施設)について、本部の主導の下に学内関係

組織と協力して評価と見直しを行い、将来計画を策定･実施し、学際的で国際的な研究活

動を展開する。 

 

 

 

（略） 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

（略） 

○柔軟で多様な人事制度の構築と優れた教職員の確保･育成に関する具体的方策 

①教育･研究並びに関連支援業務における多様な能力を尊重する柔軟な人事制度により優

れた教員を確保するとともに、定期的な教員業績評価とテニュア・トラック制度などの

適切な人事評価システムを整備･運用し教員の質の向上を図る。 

②業務の特性と職員個々の能力･適性･ライフスタイルに応じた柔軟で多様な人事制度を

構築し、目標管理を基本とする適切な人事評価システムを整備･運用する。 

③若手･女性･外国人に配慮した教職員配置を促進し、人員構成の適正化と人材の多様化を

実現する。 

（略） 

○学長のリーダーシップの下で大学運営のガバナンス体制を確立するための具体的方策 

①組織別の資源配分と活動状況の的確な把握を基礎とする組織評価システムを構築し、人

件費･教育研究予算･スペース等の資源を学長のリーダーシップの下に重点･戦略的に再

配分するとともに、組織の見直しと将来計画策定に活用する。 

②本部と部局の機能･責任分担関係の明確化と部局運営の効率化により、意思決定の迅速

化を実現する。 

③教育研究や大学運営等の諸活動の活性化に資するため、経営協議会での審議結果や意見

交換を大学運営に適切にフィードバックするシステムを整備･運用する。 

（略） 

 

(２) 研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 

○研究企画機能の整備と研究支援の具体的方策 

    ①本部と教員組織である系の双方において研究に関わる企画･運営組織を充実強化し、両者

の密接な連携の下に、学際的且つ国際的な研究の進展を促す。 

    ②個人研究からグループ研究まで分野の特性に応じた研究の様態と研究の発展段階を考慮

しつつ、研究活動状況と研究戦略に基づいて基盤的研究経費と重点戦略経費を配分する

研究支援システムを運用･改善する。 

    ③優れた研究成果を上げることが期待される研究グループや研究組織等に対し、研究資源

の配分や研究支援者の配置、組織再編など、拠点形成のための適切な支援を重点的に行

い、国際的な拠点形成を積極的に推進する。 

    ④研究センター(研究関係の学内共同教育研究施設)について、本部の主導の下に学内関係

組織と協力して評価と見直しを行い、将来計画を策定･実施し、学際的で国際的な研究活

動を展開する。 

    ⑤サイバニクス研究センターなど強みのある分野を形成・強化し、国際的な拠点形成を目

指すため、平成30年度までに学内全ての研究センターの機能別再編成を実施すべく、研

究センターの調査・分析を行い、再編計画を策定する。 

（略） 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

（略） 

○柔軟で多様な人事制度の構築と優れた教職員の確保･育成に関する具体的方策 

①多様な人材を確保するため、人事・給与システムの弾力化に取り組み、適切な業績評価

体制を整備し年俸制を導入・促進するとともに、定期的な教員業績評価とテニュアトラ

ック制度などを整備･運用し教員の質の向上を図る。 

②業務の特性と職員個々の能力･適性･ライフスタイルに応じた柔軟で多様な人事制度を

構築し、目標管理を基本とする適切な人事評価システムを整備･運用する。 

③若手･女性･外国人に配慮した教職員配置を促進し、人員構成の適正化と人材の多様化を

実現する。 

（略） 

○学長のリーダーシップの下で大学運営のガバナンス体制を確立するための具体的方策 

①組織別の資源配分と活動状況の的確な把握を基礎とする組織評価システムを構築する

とともに、学長のリーダーシップの下で、教育研究組織の再編成や人件費･教育研究予

算･スペース等の学内資源の再配分を戦略的・重点的に行う。 

②本部と部局の機能･責任分担関係の明確化と部局運営の効率化により、意思決定の迅速

化を実現する。 

③教育研究や大学運営等の諸活動の活性化に資するため、経営協議会での審議結果や意見

交換を大学運営に適切にフィードバックするシステムを整備･運用する。 

（略） 

 

 

本学の機能強化のた

めの取組みである

「国際的通用性のあ

る教育システムの構

築」及び「世界トッ

プレベル研究拠点形

成に向けた研究セン

ターの再編」を、第

２期の重点計画とし

て位置付け実施する

ため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学－２ 



 

国立大学法人筑波大学の中期計画新旧対照表 
 

現 行 変 更 変更理由 
 

 中期計画 別表（収容定員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 

 

成 

 

26 

 

年 

 

度 

 

 

人文･文化学群 

社会･国際学群 

人間学群 

生命環境学群 

理工学群 

情報学群 

医学群 

体育専門学群 

芸術専門学群 

 

 

９６０人 

６６０人 

４８０人 

１，０２０人 

２，１００人 

９８０人 

１，１２９人(うち医師養成に係る分野６７５人) 

９６０人 

４００人 

 

人文社会科学研究科 

 

 

ビジネス科学研究科 

 

 

数理物質科学研究科 

 

システム情報工学研究科 

 

生命環境科学研究科 

 

 

人間総合科学研究科 

 

 

 

図書館情報メディア研究科 

 

 

教育研究科 

 

 

４７３人 うち５年一貫課程  １９０人 

       前期課程    １７２人 

       後期課程    １１１人 

３５７人 うち前期課程    １２０人 

       後期課程     ６９人 

       専門職学位課程 １６８人 

８１３人 うち前期課程    ４８０人 

       後期課程    ３３３人 

１，１７２人 うち前期課程    ８５４人 

       後期課程    ３１８人 

 １，０７５人 うち５年一貫課程  １０５人 

       前期課程    ５５６人 

       後期課程    ４１４人 

１，４６０人 うち修士課程    １４８人 

      医学の課程    ２４８人 

       前期課程    ６９８人 

       後期課程    ３６６人 

１３７人 うち前期課程     ７４人 

       後期課程     ６３人 

 

１９９人 (修士課程) 

 中期計画 別表（収容定員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平

 

成

 

26

 

年

 

度

 

 

人文･文化学群 

社会･国際学群 

人間学群 

生命環境学群 

理工学群 

情報学群 

医学群 

体育専門学群 

芸術専門学群 

 

 

９６０人 

６６０人 

４８０人 

１，０２０人 

２，１００人 

９８０人 

１，１３８人(うち医師養成に係る分野６８４人) 

９６０人 

４００人 

 

人文社会科学研究科 

 

 

ビジネス科学研究科 

 

 

数理物質科学研究科 

 

システム情報工学研究科 

 

生命環境科学研究科 

 

 

人間総合科学研究科 

 

 

 

図書館情報メディア研究科 

 

 

教育研究科 

 

 

４７３人 うち５年一貫課程  １９０人 

       前期課程    １７２人 

       後期課程    １１１人 

３５７人 うち前期課程    １２０人 

       後期課程     ６９人 

       専門職学位課程 １６８人 

８１３人 うち前期課程    ４８０人 

       後期課程    ３３３人 

１，１７２人 うち前期課程    ８５４人 

       後期課程    ３１８人 

 １，０７５人 うち５年一貫課程  １０５人 

       前期課程    ５５６人 

       後期課程    ４１４人 

１，４６０人 うち修士課程    １４８人 

      医学の課程    ２４８人 

       前期課程    ６９８人 

       後期課程    ３６６人 

１３７人 うち前期課程     ７４人 

       後期課程     ６３人 

 

１９９人 (修士課程) 

 

 

 

入学定員改定のため 

 

 

 筑波大学－３



 

国立大学法人筑波大学の中期計画新旧対照表 
 

現 行 変 更  変更理由 
 

 中期計画 別表（収容定員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 

 

成 

 

27 

 

年 

 

度 

 

 

人文･文化学群 

社会･国際学群 

人間学群 

生命環境学群 

理工学群 

情報学群 

医学群 

体育専門学群 

芸術専門学群 

 

 

９６０人 

６６０人 

４８０人 

１，０２０人 

２，１００人 

９８０人 

１，１３８人(うち医師養成に係る分野６８４人) 

９６０人 

４００人 

 

人文社会科学研究科 

 

 

ビジネス科学研究科 

 

 

数理物質科学研究科 

 

システム情報工学研究科 

 

生命環境科学研究科 

 

 

人間総合科学研究科 

 

 

 

図書館情報メディア研究科 

 

 

教育研究科 

 

 

４７３人 うち５年一貫課程  １９０人 

       前期課程    １７２人 

       後期課程    １１１人 

３５７人 うち前期課程    １２０人 

       後期課程     ６９人 

       専門職学位課程 １６８人 

８１３人 うち前期課程    ４８０人 

       後期課程    ３３３人 

１，１７２人 うち前期課程    ８５４人 

       後期課程    ３１８人 

 １，０７５人 うち５年一貫課程  １０５人 

       前期課程    ５５６人 

       後期課程    ４１４人 

１，４６０人 うち修士課程    １４８人 

      医学の課程    ２４８人 

       前期課程    ６９８人 

       後期課程    ３６６人 

１３７人 うち前期課程     ７４人 

       後期課程     ６３人 

 

１９９人 (修士課程) 

 中期計画 別表（収容定員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平

 

成

 

27

 

年

 

度

 

 

人文･文化学群 

社会･国際学群 

人間学群 

生命環境学群 

理工学群 

情報学群 

医学群 

体育専門学群 

芸術専門学群 

 

 

９６０人 

６６０人 

４８０人 

１，０２０人 

２，１００人 

９８０人 

１，１５６人(うち医師養成に係る分野７０２人) 

９６０人 

４００人 

 

人文社会科学研究科 

 

 

ビジネス科学研究科 

 

 

数理物質科学研究科 

 

システム情報工学研究科 

 

生命環境科学研究科 

 

 

人間総合科学研究科 

 

 

 

図書館情報メディア研究科 

 

 

教育研究科 

 

 

４７３人 うち５年一貫課程  １９０人 

       前期課程    １７２人 

       後期課程    １１１人 

３５７人 うち前期課程    １２０人 

       後期課程     ６９人 

       専門職学位課程 １６８人 

８１３人 うち前期課程    ４８０人 

       後期課程    ３３３人 

１，１７２人 うち前期課程    ８５４人 

       後期課程    ３１８人 

 １，０７５人 うち５年一貫課程  １０５人 

       前期課程    ５５６人 

       後期課程    ４１４人 

１，４６０人 うち修士課程    １４８人 

      医学の課程    ２４８人 

       前期課程    ６９８人 

       後期課程    ３６６人 

１３７人 うち前期課程     ７４人 

       後期課程     ６３人 

 

１９９人 (修士課程) 

 

 

 

入学定員改定のため 

筑波大学－４ 



国立大学法人筑波大学の中期計画新旧対照表 

現 行 変 更 変更理由 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

○ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

１．重要な財産を譲渡する計画 

・代沢寮の土地及び建物（東京都世田谷区代沢一丁目９２番１０）を譲渡する。 

・石打研修所の土地及び建物（新潟県南魚沼市舞子字大原１８１９番２他）を譲渡する。

・竹園３丁目宿舎の土地及び建物（茨城県つくば市竹園３丁目３６番）を譲渡する。 

（略） 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

○ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

１．重要な財産を譲渡する計画 

・代沢寮の土地及び建物（東京都世田谷区代沢一丁目９２番１０）を譲渡する。 

・石打研修所の土地及び建物（新潟県南魚沼市舞子字大原１８１９番２他）を譲渡する。

・竹園３丁目宿舎の土地及び建物（茨城県つくば市竹園３丁目３６番）を譲渡する。 

・下田臨海実験センターの船舶１隻（静岡県下田市 つくば１８．２７トン）を譲渡する。

（略） 

研究調査船「つくば」

の老朽化に伴い代船

建造を決定し、代船

の竣工予定である平

成 26 年度以降の使

用計画がないため。 

筑波大学－５ 
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